

















































　研究対象とした 16 名の学生は授業において毎回 5 分間の運針（なみ縫い練習）を行い，縫った距離を記
録し，縫い目の出来栄えや集中力を自己評価した。全 15 回が終了し，各学生の最長運針距離の平均は初回










































































































































28.5 ㎝という記録であり，平均すると 9.8 ㎝であっ
た。16 名中 10 名の学生が 10 ㎝に達していなかっ
た。福井らが小学校教員を目ざす大学生 150 名（男
子 83 名，女子 67 名）に３分間のなみ縫いを練習な
しで行わせたところ，長さは 1.1 ～ 25.6 ㎝，平均
16.3 ㎝であったとの報告がある７）。学生の平均距
離から１分間に進む距離を計算すると，本学学生は






























～ 74.0 ㎝となり，全学生が 10 ㎝を超える距離を縫
えるようになったことがわかる。必ずしも最終回で
最長距離が出たわけではないが，13 名において第
13 ～ 15 回の運針距離が最長記録となった。最長距
離の平均は 37.3 ㎝で，初回の平均 9.8 ㎝と比べる
と 27.5 ㎝，およそ 3.8 倍に伸長した。16 名の中で
最も距離を伸ばしたのは学生 15 で，初回 4.8 ㎝か
ら最高 48.0 ㎝（第 13 回の記録）と実に 10 倍になっ
た。次が初回 4.5 ㎝から最高 42.0 ㎝（第 15 回の記
録）と 9.3 倍になった学生 11，次いで初回 4.5 ㎝






















































プ」の初回平均は 12.6 ㎝，最高記録平均は 41.8 ㎝
で，平均3.3倍に記録が伸びた。一方，「不得意グルー
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Abstract
Implementation of Hand-Stitch Upskilling in Teacher Training Course
Ayaka BABA
Faculty of Child Development and Education, Uekusa Gakuen University
　This practical report describes an upskilling course in hand-stitching for teachers soon after graduating from the 
school of education, the purpose of which is to train them how to teach hand-stitching to elementary school students. 
The teachers responded to a survey regarding their weekly five-minute hand-stitching practice, keeping track of their 
sewing measurements. As a consequence, their average sewing measurement improved about fourfold. The teachers 
realized their improvement and the effectiveness of repetitive hand-stitching practice.
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